
 

■ 学校の共通目標                            【ＨＰ公開用・様式１】 

授業作り 

重 

点 

・基礎学力の定着と確かな学力の育成 

・毎時間の授業で授業スタンダード（始めにねらいの提示をする。→ねらいに合わせた

振り返りをしてまとめる）の徹底 

・小グループにおける教師相互の授業観察 

環境作り 

・ＩＣＴ機器等の思考ツールを活用・推進 

・一人一台タブレットを活用した自学自習の意欲を促す課題、毎日家庭学習に取り組め

るドリルパーク等の課題提示 

■ 各教科の取組について 

教 

科 

学習状況の分析 

（各種調査から） 

学校が取り組む目標 

（日常の授業の様子などから） 

目標達成のための取組 

 

国 

語 

「思考・判断・表現」は区、

全国共に平均を超えてい

る。３年の「知識・技能」の

み、区の平均を僅かながら

下回った。特に「主張の根拠

を選ぶ」設問の正答率が区

の平均を著しく下回ってお

り、今後の課題である。 

「知識・技能」の向上を目指して、日々

の家庭学習（漢字練習）を今後も継続す

る。また、文章読解や自分の考えをまと

めるときには、なぜそのような考えにな

ったか根拠を明確にするよう指導して

いく。 

 

①家庭学習の継続 

②デジタルドリルの活用 

 

 

数 

学 

「知識・理解」、「思考・判断・

表現」の観点共に区、全国の

平均を越えている。 

「関数」の単元の正答率が

他とくらべ低いことが課題

である。 

 身の回りにある事象と、関数との結び

つきを意識し、関数の問題を解くことの

指導だけでなく、概念的な理解を助長す

るような授業展開を増やしていく。 

①デジタル教科書のデジタル

コンテンツの利用。 

②オクリンクの活用 

③デジタルドリルの活用 

 

 

理 

科 

「知識・技能」「思考・判断・

表現」の観点は２年では、全

国の平均を下回り、３年で

は区の平均を下回ってい

る。２年では、「物質」、３年

では、「化学変化」とともに

化学分野に課題がある。 

身近な物質の性質に実験・観察を通して

より多く触れ、興味・関心を生徒にもた

せ、科学的な原理・現象の理解を深める。

また、生徒に授業を主体的に受けさせる

指導を行う。 

 

 

①ICT機器の活用 

②ミライシードのオクリンク

の活用 

③ミライシードのデジタルド

リルの活用 

 

社 

会 

「知識・技能」の観点は、区、

全国の平均を越えていた

が、「思考・判断・表現」の

観点について、２年は区、全

国の平均を下回っていた。 

 知識・技能が身についているので、レ

ポートにまとめたり、ICT機器を使用し

て発表を行うなど、思考・判断・表現を

深めていくような授業展開をふやして

いく。 

①レポートの作成 

②デジタルドリルの活用 

③プレゼンテーションソフト

などを使用して個人や少人数

グループによる発表活動 

 

英 

語 

「知識・理解」、「思考・判断・

表現」の観点共に区、全国の

平均を越えている。 

「英文から要点の読み取

り」の正答率が他と比べて

低いことが課題である。 

帯学習等で、継続的にまとまりのある

英文を読む課題に取り組ませ、読み取る

ポイントを意識して読む学習を進めて

いく。また、単元ごとに長い英文の内容

を自力で読み取る力の定着も図る。 

①副教材「読みトレ」を活用

した帯学習 

②教科書各単元の Read and 

Thinkの継続的な活用 
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